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Q25．色が鮮やかな低隠ぺい色など難易
度の高い塗色が増えて、調色が難
しい。どうすればいいのか？

72 73BRTC-ITD BRTC-ITD

A．下色を必ず塗装し、
塗る回数を決めて調色する。

最近の塗色は鮮やかな色が多く、また以前までは高級車にしか

塗装されていなかった３コートパールも、現在では軽自動車にも

ごく普通に採用されるなど塗色も多種、多様化しています。した

がって調色においても難易度の高い塗色が増え、調色も複雑にな

る一方ですね。特に鮮やかな色の顔料である有機顔料は、隠ぺい

性が悪く調色に時間がかかり苦労します。

その代表色でいえば、赤・黄・緑・青が挙げられます。配合に

黒や白などの隠ぺい性の良い原色が配合されている塗色であれ

ば、わりと隠ぺいしやすく、通常の塗装回数でいいのですが、隠

ぺい性の悪い塗色ばかりの配合であれば、まず隠ぺいしないと思

って下さい。10回、20回と重ねれば隠ぺいしないこともありませ

んが、これでは塗った塗料が乾燥しませんし、トラブルの原因に

もなります。塗色によっては、完全に隠ぺいさせると色が合わな

いことがありますので、必ず下色を塗装し、塗る回数を決めて調

色して下さい（最低３～４回）。回数を重ねるほどに色は鮮やか

になりますが、隠ぺいするに従い暗くなる傾向がありますので、

注意が必要です。また、隠ぺい性が悪く通常の塗色よりも塗装す

る回数が多く乾燥にも時間がかかります。乾燥することにより半

乾きの時よりも色が濃くなる傾向がありますので、必ず完全に乾

いてから比色することと、最後の色の確認はパール、メタリック、

２コートであれば、クリヤーコートをしなければいけません。

上塗り時は、調色した条件と同じ条件で塗装しなければ、色が

変わってしまいますので注意して下さい。

色が鮮やかな低隠ぺい色など難易度の高い塗色が増えて、調色が難しい。どうすればいいのか？
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回数を決めて 

完全に乾いてから 

乾燥 

調色・塗装 

塗りすぎ 

有機顔料 

とまりの良い色 

下地塗布 

塗料 

調色が 
難しい 

低隠ぺい色の 
比色 隠ぺい性が悪い 

有機顔料は隠ぺい性が悪い（赤・黄・緑・青など）
塗りすぎると塗料が乾燥せずトラブルの原因になる（最低３～４回）

①下色の配合 下色を塗る 

例）赤の場合 
インディアンレッド 
オキサイドレッド 

② 

③ 

調色した色　50％ 
下色　　　　50％ 
　↓ 
とまりの良い色 

あらかじめテ 
ストピースに 
5～6枚塗装し 
ておく 

乾燥 

調色した色（カラーベース）を 
回数を決めて塗る（最低3～4回） 

完全に乾いてから比色 
※パール、メタリック、2 
　コートはクリヤーコート 
　してから 

④ 

下色と上色が混ざるのを 
防ぐために下色は完全に 
乾燥させる 

ソ　リ　ッ　ド　s　軽い顔料（一般的にはホワイトが一番重い）が浮いてくるので濃くなる 
メ タ リ ッ ク　s　全体に色合いが薄くなる 
濃色メタリック　s　全体に濃くなる 

■乾燥による色の変化 

■色が鮮やかな低隠ぺい色などの比色 
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隠ぺい性が悪い塗色でなくてもこのような場合がありますの

で、必ず一度強い光源にて判別することをおすすめします。

通常であれば、すかしを中心に色を合わせていくのですが、次

の場合は話が変わってきます。もし塗色が透けている場合は、透

けて見える部分はすかし部だけですので、正反射や正面部では通

常の調色で合わさなくてはなりません。すかしが透けていても惑

わされずに正反射や正面をしっかりと合わせて下さい。この時、

正反射や正面の色味を崩さない程度に、すかしを透けている明る

さに合わせることがポイントです。後は、塗装する範囲を通常よ

りも広く取ることと、ボカシを段階的に薄く広くボカすことで対

応しましょう。

正反射と正面が合っていれば、すかしの明暗や色味がよほど違

わない限り、意外と色の違いは分からないものです。

新車塗膜が薄くなって下地が透けている場合の調色方法は？
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Q30．新車塗膜が薄くなって下地が
透けている場合の調色方法は？

82 BRTC-ITD

A．すかしが透けていても
正反射や正面をしっかり合わせる。

最近は見た目の鮮やかさや個性的な塗色が多くなっています。

このような塗色を構成している原色は、特に隠ぺい性が悪く、新

車でも透けている塗色がかなりあります。フードやルーフ、トラ

ンクなど受け面と呼ばれる平面部分は、色のノリが良く、透けて

いることは少ないですが、立て面と呼ばれる側面部分が透けてい

るのが特徴です。ましてや車体全体にわたり均一に透けていれば

良いのですが、部分的や上下にわたってまだらになっていること

が多く、色の見え方の性質上すかし部での透けが顕著に出ます。

このような塗色は、通常の光源では判別しにくいので直射日光や

調色用ライトなど強い光を当てることによりその全容が判別でき

ます。
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直射日光 

光源 

正反射と 
正面を合わせる 

比色 

調色用ライト 

調色方法 下地透け すかし 

低隠ぺい色 

塗色 

正反射や正面の色味を崩さない程度にすかしを合わせる

ドア・上部 
　全体的に薄く透けムラがある 
ドア・下部 
　全体的に透けている場合が多い 

すかしで見る 

ボンネット部 
　透けはあまりない 

ポイント 
・強い光源で判別する。人工太陽灯や直射日光 
・すかしが透けていても、すかしの色や明るさに惑わされずに、正反射や正面 
　をしっかり合わせる 
・ボカす範囲を通常より広くとる 
・ボカシを段階的に薄くぼかす 

■ベースコートが透けて下地が見えている場合（よくある透けの例） 
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ため、補修用では重力式、全塗装では、吸い上げ式と使い分ける

方もおられるようです。重力式の中にはソリッドを塗るタイプと

メタリックやパールなど塗料の微粒化を必要とされる専用のガン

があります。どれを使うかは塗装の仕方や好みで分かれるところ

ですが、私は持ち重りのする吸い上げ式のスプレーガンにはなじ

めず、すべて重力式を使用しています。

私のスプレーガンの構成は図の通りです。見てお分かりになる

と思いますが、スプレーガンはすべて塗色に合わせて使い分けて

います。これは、やはり使用する塗料に対して求められる性能を

合わせていけばこういった構成になります。一丁ですべての塗色

をカバーできなくもないのですが、前回に使用した塗料がブツと

なって出てくることがあり、トラブルのもととなるので、その場

合は一回一回のスプレーガンの洗浄にも気を遣い注意が必要で

す。

スプレーガンはどういったタイプを使い分けるのが適切か？
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Q56．スプレーガンはどういったタイプ
を使い分けるのが適切か？

136 BRTC-ITD

A．スプレーガンは塗装技術者の武器、
選び方で作業効率も変わる。

スプレーガンには様々な種類や特徴があり、選択に迷うところ

ですね。日頃使用しているスプレーガンは、上カップと呼ばれる

重力式のガンと下カップと呼ばれる吸い上げ式のガンがありま

す。口径は0.8～2.0㎜ぐらいまでありますが、一般的には1.3㎜が

主流となっています。昔は下カップ式のスプレーガンがバランス

的にも大きいカップが付けられ、全塗装用としても使用できるこ

とから主流で使用されてきましたが、小さい範囲の塗装には少々

不向きなことから塗料のロスのないバランスの良い重力式のガン

が使われるようになりました。

現在では、こちらのガンが主流ですが、全塗装など広い範囲の

塗装にはバランスの面から大きなカップをつけることが出来ない

ソリッド・メタリック 
パール専用 

重力式 

補修用 
視界が利く 

バランスが良い 

吸い上げ式 

安定性が良い 

容量大きい 

全塗装用 

圧送式 

カップとガンが別 

大型車用 

スプレーガン 使い分ける 塗装の仕方や好み 

どれを使うかは塗装の仕方や好みにもよる
使用する塗料に対して求められる性能を合せて使い分ける

■スプレーガンの使い分け

左からソリッド用、パール用、メタリック用、クリヤー用
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